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長崎大学大学院医歯薬学総合研究科入学案内 

（博士課程・博士後期課程） 

 
（令和５年４月現在） 

１． 教育目的 

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科は，医学，歯学及び薬学分野における教育研究内容の高度化及び学

際化を図ることにより，高度の専門的知識と経験を有し，基礎研究，先端医療，創薬，保健行政，国際貢

献等の各分野において課題探求能力を備えた研究者及び教育者を養成し，もって医療科学の発展に資する

ことを目的とする。 
 
２． 専攻及び取得学位 

医歯薬学総合研究科の博士課程及び博士後期課程は，それぞれ次の専攻から構成されています。 
（1） 博士課程（４年） 

専   攻 取得できる学位 
医療科学専攻 博士（医学），博士（歯学），博士（薬学），博士（学術） 
新興感染症病態制御学系専攻 博士（医学），博士（歯学），博士（薬学），博士（学術） 
放射線医療科学専攻 博士（医学），博士（歯学），博士（薬学），博士（学術） 
先進予防医学共同専攻 博士（医学） 

 
（2） 博士後期課程（３年） 

専   攻 取得できる学位 
生命薬科学専攻 博士（薬科学），博士（学術） 

 
※ 取得単位と学位論文の内容等により，博士（医学），博士（歯学），博士（薬学），博士（薬科学）又

は博士（学術）のいずれかが取得できます。 
※ 学位論文の指導については，別表「医歯薬学総合研究科指導教員研究分野・研究内容（４７頁）」を

参照してください。 
※ 医療科学専攻，新興感染症病態制御学系専攻及び放射線医療科学専攻の学生は，がんゲノム医療に

携わる専門医師養成のためのカリキュラムを必修とする「がんゲノム医療専門医師・歯科医師養成

コース」，がんゲノム医療に携わる専門薬剤師のためのカリキュラムを必修とする「がんゲノム医

療専門薬剤師養成コース」，ライフステージに応じたがん対策及びがん在宅医療に携わる専門医師

養成のためのカリキュラムを必修とする「包括的がん専門医師・歯科医師養成コース」及びライフ

ステージに応じたがん対策及びがん在宅医療に携わる専門薬剤師養成のためのカリキュラムを必修

とする「包括的がん専門薬剤師養成コース」に所属することができます。 
※ 医療科学専攻の学生は，専門薬剤師養成のためのカリキュラムを必修とする「専門薬剤師養成コー

ス」，「コーディネーター養成コース」，ハイブリッド医療人養成のためのカリキュラムを必修と

する「ハイブリッド医療人養成コース」及び地域包括ケア研究医養成のためのカリキュラムを必修

とする「地域包括ケア研究医養成コース」に所属することができます。 
※ 新興感染症病態制御学系専攻の学生は，熱帯病・新興感染症制御分野の専門家及び専門医の育成の

ためのカリキュラムを必修とする「熱帯病・新興感染症制御グローバルリーダー育成コース」に選
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抜試験に合格することにより所属することができます。 
 

３． 修了要件及び履修方法 

（1） 医療科学専攻，新興感染症病態制御学系専攻，放射線医療科学専攻及び先進予防医学共同専攻〔博

士課程（４年）〕 
① 修了要件 

医療科学専攻，新興感染症病態制御学系専攻，放射線医療科学専攻及び先進予防医学共同専攻にお

いては，本研究科に４年以上在学し，所定の単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，博士

論文の審査及び最終試験に合格すること。 
ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，３年以上在学すれば足りる

ものとする。 
② 履修方法 

科目区分 修得単位数 

共通科目 生命医療科学セミナー ２単位 

生命医療科学概論 ２単位以上 

生命医療科学特論 ４単位以上 

生命医療科学実習 

研究支援科目 必修科目 ８単位 

選択科目（☆） ６単位以上 

論文研究 ８単位 

合計 ３０単位以上 

 
○ 「がんゲノム医療専門医師・歯科医師養成コース」，「包括的がん専門医師・歯科医師養成コー

ス」，「がんゲノム医療専門薬剤師養成コース」及び「包括的がん専門薬剤師養成コース」に所属

する学生は別に定める。 
○ 「専門薬剤師養成コース」，「コーディネーター養成コース」，「ハイブリッド医療人養成コース」

及び「地域包括ケア研究医養成コース」に所属する学生は別に定める。 
○ 「熱帯病・新興感染症制御グローバルリーダー育成コース」に所属する学生は別に定める。 
○ 先進予防科学共同専攻に所属する学生は別に定める。 
（☆）研究科（修士課程及び博士前期課程を除く）が開設するすべての授業科目から，科目区分欄

ごとの最低修得単位数を超えて修得した単位をもって充てることができる。 
 

（2） 生命薬科学専攻〔博士後期課程（３年）〕 
① 修了要件 

生命薬科学専攻においては，本研究科に３年以上在学し，１６単位以上の単位を修得し，かつ，必

要な研究指導を受けた上，博士論文の審査及び最終試験に合格すること。 
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ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，１年以上在学すれば足りる

ものとする。 
② 履修方法 

科目区分 修得単位数 

共通科目 生命医療科学セミナー ２単位 

生命医療科学概論 １単位以上 

生命医療科学特論 １単位以上 

生命医療科学実習 

研究支援科目 必修科目 ４単位 

選択科目（☆） ４単位以上 

論文研究 ４単位以上 

合計 １６単位以上 

 
（☆）研究科（修士課程及び博士前期課程を除く）が開設する授業科目から，科目区分欄ごとの最

低修得単位数を超えて修得した単位をもって充てることができる。 
○ 特別コースに所属する学生は別に定める。 

 
４． 大学院設置基準第１４条（教育方法の特例適用） 

本研究科において，教育上特別の必要があると認められる場合には，夜間その他特定の時間又は時期に

おいて授業又は研究指導を行う等の適当な方法により教育を行うことが認められている。 
本研究科は，社会人に対して近代医療科学に関する再教育を受ける機会，更に高度な研究能力・知識を

習得する機会を与えることを目的として設けられた。 
したがって，現に診察等に当たっている開業医，病院勤務医や薬剤師，医学，歯学，薬学及び関連分野

の研究者等の社会人に大学院の授業，研究指導を受入れ易くする制度である。 
この特例による学生は，指導教員と協議の上，正規の授業時間帯の他，夜間やその他の特定の時間又は

時期に授業及び研究指導を受けることができる。 
その時間帯は，原則として平日は，Ⅵ校時(18:00～19:30)及びⅦ校時(19:40～21:10)までの間とする。た

だし，土曜日，日曜日又は集中講義で実施することができる。 
  授業時間帯 

校 時 授業時間 備  考 
Ⅰ 
Ⅱ 
Ⅲ 
Ⅳ 
Ⅴ 

08:50～10:20 
10:30～12:00 
12:50～14:20 
14:30～16:00 
16:10～17:40 

通常の授業時間帯 

Ⅵ 
Ⅶ 

18:00～19:30 
19:40～21:10 

特例による授業時間帯 

 


